（様式５）
令和８年度原城跡世界遺産センター
キャッシュレス対応券売機等導入プロポーザル
企画提案書
提案者名　　　　　　　　　　　　　　　
※1 企画提案書は、日本工業規格Ａ４版（一部Ａ３版資料折込使用可）サイズとし、片面のみ用いる（以下同じ）こと。
※2 提案者名は、企画提案書等の提出書（様式４）に記載した商号又は名称を記載すること。
※3 以下の事項は、導入を提案するキャッシュレス対応券売機、ＰＯＳレジスター及びＰＯＳシステム（周辺機器を含む。）について記載すること。また、必要に応じて、写真、イメージ図等の使用及びカタログ等の添付を可とする。


１　導入機器の全体ネットワークの構成
	想定される記載内容
	① キャッシュレス対応券売機、ＰＯＳレジスター及びＰＯＳシステム（周辺機器を含む。）のネットワーク構成のイメージ図

	使用する頁数の目安
	１頁以内





２　キャッシュレス対応券売機及びその周辺機器
	想定される記載内容
	① キャッシュレス対応券売機の型式及び外形寸法（幅、奥行、高さ）
② 周辺機器の名称及び型式
③ 機器の外形・色彩がイメージできる写真を使用し、又はカタログ等（写し）を添付
④ 操作パネルのホーム画面及びメニュー画面のイメージ図
⑤ 券売機において発行する入場券等のイメージ
⑥ 機器の特質
⑦ キャッシュレス決済（クレジットカード、電子マネー、コード決済）の方法に対応できるブランド（ＭＩＮＡコインを除く。）の名称
⑧ 想定するキャシュレス決済代行業者の名称及び所在地
⑨ その他提案者において記載が必要と判断する事項

	使用する頁数の目安
	７頁以内（カタログ等の添付書類を除く。）





３　ＰＯＳレジスター及びその周辺機器
	想定される記載内容
	① ＰＯＳレジスターの型式及び外形寸法（幅、奥行、高さ）
② 周辺機器の名称及び型式
③ 機器の外形・色彩がイメージできる写真を使用し、又はカタログ等（写し）を添付
④ 操作パネルのホーム画面及びメニュー画面のイメージ図
⑤ ＰＯＳレジスターにおいて発行する入場券、販売代金領収書等のイメージ図
⑥ 機器の特質
⑦ その他提案者において記載が必要と判断する事項

	使用する頁数の目安
	５頁以内（カタログ等の添付書類を除く。）





４　ＰＯＳシステム
	想定される記載内容
	① 日計、月計、累計及び決済手段（現金決済、キャッシュレス決済）別計などの集計するグルーブ
② 入場券その他物品等の販売ジャーナルの保存媒体及び保存期間
③ 販売データ、集計データの出力方法、媒体の種類等
④ 操作パネルのホーム画面及びメニュー画面のイメージ図
⑤ システムの特質
⑥ その他提案者において記載が必要と判断する事項

	使用する頁数の目安
	５頁以内





５　機器の保守等
	想定される記載内容
	① 操作説明及び操作研修の内容、時間及び実施回数
② 現金盗難防止等の物理セキュリティ及び不正アクセス防止等の情報セキュリティの方法
③ 導入機器等の不具合、故障、操作支援等の問合せに対応する窓口の名称、対応時間等
④ 導入機器等の保証期間
⑤ その他提案者において記載が必要と判断する事項

	使用する頁数の目安
	３頁以内





６　導入スケジュール
	想定される記載内容
	① 令和８年10月下旬に契約を締結すると仮定し、令和９年３月末までの期間とすること。
② 作業工程等が分かりやすいように項目を設け、必ず次の項目を反映させること。
・機器の設置日、仮稼働日及び運用開始日
・券売機操作パネルのホーム画面及びメニュー画面の確認日
・レジスター操作パネルのホーム画面及びメニュー画面の確認日
・キャシュレス代行業者（候補者）の決定日
・操作説明及び操作研修の実施日

	使用する頁数の目安
	２頁以内





７　主な購入機器等の要件確認
次の要領により、下記の(１)から(４)までの表の「対応」、「代替措置」及び「特質事項」欄に記載すること。
① 「対応」欄・・・・・「要件」欄に記載する事項を完全に満たしている場合は「○」、満たしていない場合は「✕」、代替措置を講じて要件を満たす場合は「△」を記載すること。
② 「代替措置」欄・・・「対応」欄に「△」を記載した場合に、その代替措置の内容を簡潔に記載すること。
③ 「特質事項」欄・・・「要件」欄に記載する事項に関し、特質を持った対応が有れば、その内容を簡潔に記載すること。
(１)　キャッシュレス対応券売機
	番号
	区　分
	要　　　　件
	対応
	代替措置
	特質事項

	１
	入場料の納付方法
	券売機は、現金決済及びキャッシュレス決済（ＭＩＮＡコイン決済を除く。）の方法による入場料の納入に対応できる機能を有すること。
	
	
	

	２
	入場券・領収証書等の発行
	券売機は、次の表に記載する入場料（予定）の全てに対応する入場券及び入場券と一体となった入場券控え兼領収証書（キャッシュレス決済の場合は、入場券控え兼利用明細書。以下この表において「入場券等」という。）を発行できること。
	入場者の区分
	入場料（予定）

	
	個　人
	団　体

	１ 大人
	１人 800円
	１人 600円

	
	障がい者等
	１人 400円
	１人 300円

	２ 高校生
	１人 500円
	１人 400円

	
	障がい者等
	１人 200円
	１人 100円

	３ 小・中学生
	１人 400円
	１人 300円

	
	障がい者等
	１人 200円
	１人 100円


　
	
	
	

	３
	入場券・領収証書等の発行
	券売機は、入場券等に南島原市が指定する事項を印字できること。
	
	
	

	４
	入場券・領収証書等の発行
	券売機は、一度に複数人の入場券等を購入できる機能を有すること。
	
	
	

	５
	入場券・領収証書等の発行
	券売機は、複数人の入場券を一度に購入した際、１人ごとに１枚の入場券等を発行できること。
	
	
	

	６
	現金の対応金種
	券売機は、紙幣（一万円、五千円及び千円券）及び硬貨（500円、100円、50円及び10円硬貨）による入場料の納入ができること。
	
	
	

	７
	入場料の納付方法及びキャッシュレス決裁のブランド
	キャッシュレス決済の方法による入場料の納入に関し、券売機は、次の表に記載するブランドに対応できる機能を有すること。
	種　類
	ブランド

	クレジットカード
	VISA、MASTER、JCB

	電子マネー
	WAON、楽天Edy、iD、QUICPay、交通系マネー(全国相互利用対応IC等)

	コード決済
	PayPay、D払い、auPay


 
	
	
	

	８
	キャッシュレス決済取扱ブランドのアクセプタンスマーク
	券売機の初期可動時及びキャッシュレス決済取扱ブランドの追加・変更時に、アクセプタンスマーク（ステッカー等）を本業務の受注者又は決済代行業者の負担により作成すること。また、取扱ブランドに変更が生じた場合は、その都度対応すること。
	
	
	

	９
	キャッシュレス決裁ブランドの利用申し込み
	入場料のキャッシュレス決済に係る各ブランドの利用について、登録に必要な手続きの支援を行うこと。
※ 決済代行業者が代行して行う場合も可とする。
	
	
	

	10
	キャッシュレス決済の代行業者
	入場料の収納事務を簡素化するため、キャッシュレス決済の代行業者を１社に集約できること。なお、当該代行業者は、納付事務を適切かつ確実に遂行することができる財産的基礎、知識・経験及び十分な社会的信用を有すると南島原市が認める者に限る。
	
	
	

	11
	券売機の操作パネル
	券売機の操作パネルは、タッチパネル方式であること。
	
	
	

	12
	券売機の操作パネル
	券売機の操作パネルは、概ね20インチ以上又はこれと同等の視認性を有するサイズで、かつ、カラー方式であること。
	
	
	

	13
	券売機の操作パネル
	券売機の操作パネルは、オリジナルデザインの画面が作成できるものとし、受注者において作成すること。なお、作成したオリジナルデザインの知的財産権は、南島原市に帰属するものとし、詳細は、契約時に協議すること。
	
	
	

	14
	券売機の操作パネル
	券売機の操作パネルは、日本語のほか英語、中国語（繁体字・簡体字）及び韓国語に対応できる機能を有すること。なお、操作パネルに表示する外国語の内容は、受注者において翻訳して作成すること。
	
	
	

	15
	操作
	券売機は、入場者の区分及び入場料の金額の変更、追加、削除等の設定変更を施設の管理者が行える機能を有すること。
	
	
	

	16
	操作
	機器の操作が不慣れな来場者に配慮するため、券売機は、次の機能の全てを有すること。
① 操作パネルに操作ガイダンスが表示される機能
② 音声により操作ガイダンスが流れる機能
③ 紙幣投入口が光るなどの機能
④ 案内表示、音声、ランプなどによる釣銭、入場券等の取り忘れを防止する警告の機能
	
	
	


(２)　ＰＯＳレジスター
	番号
	区　分
	要　　　　件
	対応
	代替措置
	特質事項

	１
	レジの種類
	レジの種類は、ＰＯＳ一体型レジ（ＰＯＳシステムをレジスター本体に搭載するレジ）又はＰＯＳ分割型レジ（ＰＯＳシステムを搭載する端末（パソコン等）で管理するレジ）であること。
	
	
	

	２
	レジの種類
	レジは、現金決済のセルフレジ機能を有すること。
	
	
	

	３
	レジの付属機能等
	世界遺産センター（物産販売施設を除く。）で取り扱う入場料、イベント交流ゾーン・マルシェゾーン使用料及び書籍その他物品（以下この表において「取扱物品等」という。）の品名、金額等の情報を記録したバーコードを読み取ることができる機器及び機能を有すること。
	
	
	

	４
	レジの付属機能等
	ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）において、取扱物品等の品名、金額等の情報をレジのバーコード読み取り機器で読み取るためのバーコードを出力する機能を有すること。
	
	
	

	５
	レジの付属機能等
	ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）にＵＳＢメモリー等の記録媒体を装着し、管理者画面において、デジタルデータを出力できる機能を有すること。
	
	
	

	６
	使用料等の徴収の方法
	レジは、現金決済及びＭＩＮＡコイン決済の方法に対応できる機能を有すること。なお、ＭＩＮＡコイン決済の方法は、次に記載のとおりで、決済代行業者との決済手続きは、別途南島原市が行う。
	※１ 「ＭＩＮＡコイン」とは、南島原市と㈱十八親和銀行が連携して運営する電子地域通貨で、ＭＩＮＡコイン専用のアプリケーションをダウンロードしたスマートフォンにコインをチャージ（１コイン＝１円＝１ポイント）し、南島原市内の加盟店において商品代金の支払いに使用することができる電子マネーをいう。
※２ 「ＭＩＮＡコイン決済」の方法は、商品の購入者が、ＭＩＮＡコインアプリの機能を用いて加盟店設置のＱＲコードを読み取り、アプリに商品代金の額を入力し、加盟店に、入力した商品代金の額（アプリ画面）の確認を得た後に「決済」を実行することで支払いが完了する。
また、加盟店側は、商品の販売時にレジスター等に商品名、商品代金並びに決済の方法（ＭＩＮＡコイン決済）を入力し、アプリ画面に商品代金の額が入力されていることを確認した後、商品の購入者にレシート（利用明細書等）を交付する。なお、加盟店は、後日、決済代行業者（㈱十八親和銀行）にｗｅｂ上で換金を依頼し、加盟店の預金口座に換金手数料を差し引いた商品代金が入金される。（詳細は、南島原市の公式ホームページ「ＭＩＮＡコインに関するお知らせ」を参照）


　
	
	
	

	７
	入場券の販売
	レジは、「① キャッシュレス対応券売機」の項の表に記載する入場料（予定）の全てに対応する入場券及び入場券と一体となった入場券控え兼領収証書（ＭＩＮＡコイン決済の場合は、入場券控え兼利用明細書。以下この表において同じ。）を発行できること。
	
	
	

	８
	入場券の販売
	レジは、一度に複数人の入場券を購入できる機能を有すること。
	
	
	

	９
	入場券の販売
	レジは、複数人の入場券を一度に購入した際、１人ごとに１枚の入場券等を発行できること。
	
	
	

	10
	イベント交流ゾーン及びマルシェゾーンの使用料の徴収
	レジは、次の表に記載する使用料（予定）に対応する領収証書（ＭＩＮＡコイン決済の場合は、利用明細書。以下この表において同じ。）を発行できること。
	区　分
	使用料（予定）

	１ イベント交流ゾーン
	１枠につき１日1,000円

	２ マルシェゾーン
	１平方メートルにつき１日100円


※ イベント交流ゾーン及びマルシェゾーンの使用料の額は、利用枠数・面積及び日数により変動するため、金額は手入力。
	
	
	

	11
	書籍その他物品の販売
	レジは、書籍その他物品（50品目以内を想定）の販売代金に対応する領収証書（ＭＩＮＡコイン決済の場合は、利用明細書。以下この表において同じ。）を発行できること。
	
	
	

	12
	入場券・領収証書等の発行
	レジは、入場券及び入場券と一体となった入場券控え兼領収証書、イベント交流ゾーン・マルシェゾーン使用料の領収証書及び書籍その他物品（50品目以内を想定）の販売代金の領収証書に、南島原市が指定する事項を印字できること。
	
	
	

	13
	返金・取消
	レジは、券売機において販売した入場券並びにレジにおいて販売した入場券、書籍その他物品の販売代金及び徴収したイベント交流ゾーン・マルシェゾーン使用料の払い戻し処理（決済方法別に区分して現金で返金することを想定）に対応できる機能を有すること。
	
	
	

	14
	操作
	レジは、施設に従事する職員が容易に操作できるものであること。
	
	
	

	15
	操作
	ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）において、入場料、イベント交流ゾーン・マルシェゾーン使用料及び書籍その他物品に係る品名及び単価の変更、追加、削除等の設定変更を施設の管理者が行える機能を有すること。
	
	
	


(３)　ＰＯＳシステム
	番号
	区　分
	要　　　　件
	対応
	代替措置
	特質事項

	１
	管理機能
	ＰＯＳは、券売機とレジにおいて取り扱うガイダンス施設の入場券、イベント交流ゾーン及びマルシェゾーン使用料並びに書籍その他物品（以下この表において「入場券その他物品等」という。）のマスターを一括して管理できること。
	
	
	

	２
	管理機能
	ＰＯＳは、券売機とレジにおいて取り扱う入場券その他物品等の販売データ（返金・取消処理を含む。以下この表において同じ。）を一括して管理できること。
	
	
	

	３
	管理機能
	ＰＯＳは、ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）を用いて、日々の入場券その他物品等の販売データをＣＳＶ形式で出力できること。
	
	
	

	４
	集計機能
	ＰＯＳは、日計、月計、累計及び決済手段（現金決済、キャッシュレス決済、ＭＩＮＡコイン決済）別計などのグループ別に集計し、ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）で表示させることができること。
	
	
	

	５
	集計機能
	ＰＯＳは、ＰＯＳ一体型レジ又はＰＯＳ分割型レジの端末（パソコン等）を用いて、日計、月計、累計及び決済手段（現金決済、キャッシュレス決済、ＭＩＮＡコイン決済）別計などのグループ別の集計データをＣＳＶ形式で出力できること。
	
	
	

	６
	集計機能
	決済代行業者において、キャッシュレス決済のブランド別の集計を行い、南島原市に提供できること。
	
	
	

	７
	データ参照・保存
	ＰＯＳは、入場券その他物品等の販売ジャーナルを10年間保存できること。
	
	
	


(４)　機器の保守等
	番号
	区　分
	要　　　　件
	対応
	代替措置
	特質事項

	１
	操作説明・研修
	キャッシュレス対応券売機、ＰＯＳレジスター及びＰＯＳシステム（以下この表において「導入機器等」という。）の操作説明及び操作研修を、それぞれ１回以上行うこと。
	
	
	

	２
	セキュリティ
	導入機器等は、現金盗難防止等の物理セキュリティ及び不正アクセス防止等の情報セキュリティの機能を有すること。
	
	
	

	３
	保守
	導入機器等の不具合、故障、操作支援等の問合せ（平日の午前８時45分から午後５時30分まで）に対応できる窓口を有すること。
	
	
	

	４
	保守
	導入機器等の点検、故障等に関し、別途保守契約を締結し、対応できること。
	
	
	





８　提案事項
	想定される記載内容
	① 仕様書に記載するもののほか、将来的に本市にとって有益な運用方法、拡張性等の提案

	使用する頁数の目安
	２頁以内
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